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半
年
遅
れ
の
ご
挨
拶
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
六
月
の
通
常
総
会

で
後
援
会
千
葉
県
支
部
第
十
九
代
支

部
長
を
拝
命
し
た
高
橋
で
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

大
学
の
授
業
だ
け
で
な
く
後
援
会
活

動
も
大
き
く
制
約
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
九
月
に
臨

時
総
会
開
催
、
十
一
月
に

G
o
T

o

日

工
大
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
ま
た
千
葉
県

支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
正
式
な
ド 

千
葉
県
支
部
会
員
の
皆
様
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
部
長 

高
橋 

誠 

 

メ
イ
ン
契
約
と
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、

と
い
っ
た
対
応
を
矢
継
ぎ
早
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
活
動
の
運
営
は
現
役

役
員
の
手
だ
け
で
は
と
て
も
足
り

ず
、
か
つ
て
役
員
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
た
方
々
に
相
談
役
と
い
う
形
で

ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、
継
続
で

き
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
大
学
側
か
ら
も
総
務
部
の

方
々
を
中
心
に
多
く
の
方
の
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先
日
の

G
o
T

o
 

日
工
大
で
は
土
曜
日
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
五
名
の
職
員
が
最

後
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

千
葉
県
支
部
の
活
動
は
こ
う
し
た

方
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
支
え
て
お

り
ま
す
。
皆
様
も
是
非
、
支
部
の
活

動
に
可
能
な
範
囲
で
ご
参
加
い
た
だ 
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き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
し

て
交
流
を
広
げ
な
が
ら
学
生
を

支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

次
回
会
合
予
定
の
案
内
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
常
時
開
示
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
是

非
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 
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日
本
工
業
大
学
後
援
会
千
葉
県
支
部
会
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 高橋支部長近影 

令
和
二
年
度 千

葉
県
支
部
役
員
等 

（
現
役
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、
敬
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略
） 

相
談
役 

 

横
田
氏 

会
計
監
査 

 

堀 
 

相
談
役 

 

鶴
岡
氏 

 

会 

員 
 

蒲
生
氏 

 

会 

員 
 

酒
井
氏 

 

支
部
長 

 

高 

橋 

相
談
役 

 

福
田
氏 

相
談
役 

 

小
林
氏 

相
談
役 

 

大
野
氏 

 

相
談
役 

 

山
北

氏 相
談
役 

 

小

河

原

氏 

幹 

事 
 

矢 

崎 
 

会 

計 
 

坂 

本 
 

副
支
部
長 

 

酒 

井 
 

会 

員 
 

西

塚

氏 
 

会 

員 
 

西

塚

氏 
 



 

(２)令和２年１２月発行  千葉県支部会報・４４号 

二
〇
二
〇
年
度
春
学
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
行
事
日
程

や
授
業
運
営
等
に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
と

な
り
、
学
生
や
ご
家
族
の
皆
様
に
は
ご
不
安

や
ご
心
配
も
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
現

状
に
お
い
て
も
感
染
の
収
束
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
本
学
で
は
学
生
の
安
全
を
第
一
に

考
え
、
二
〇
二
〇
年
度
秋
学
期
の
運
営
方
針

を
次
の
通
り
と
い
た
し
ま
す
。 

一
．
授
業
は
科
目
ご
と
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
遠
隔
授
業
と
対
面
授
業
を
併
用
し
ま

す
。 

二
．
学
生
生
活
に
必
要
な
学
内
の
施
設
は
利

用
可
能
と
し
ま
す
。 

三
．
学
費
等
の
減
免
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
修

学
支
援
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
し
ま
す
。 

四
．
課
外
活
動
は
段
階
的
に
制
限
を
緩
和
し

ま
す
。 

 

【
授
業
は
科
目
ご
と
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
遠
隔
授
業
と
対
面
授
業
を
併
用
し
ま
す
】 

春
学
期
、
本
学
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
を
受
け
、
急
遽
ほ
ぼ

全
て
の
科
目
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
遠
隔

授
業
」
に
切
り
換
え
、
実
験
・
実
習
等
一
部

の
科
目
に
つ
い
て
は
少
人
数
で
の
「
対
面
授

業
」
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
全
員
を
対
象
に 

二
〇
二
〇
年
度
秋
学
期
の
授
業
・ 

学
費
等
に
つ
い
て 

（
学
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
反
復
し
て

授
業
を
何
度
も
視
聴
す
る
こ
と
が
出
来
る

点
や
教
員
に
直
接
質
問
し
や
す
い
点
な
ど
、

遠
隔
授
業
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
、

秋
学
期
も
「
遠
隔
授
業
」
の
継
続
を
望
む
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
声
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
を

鑑
み
、
秋
学
期
は
講
義
・
演
習
科
目
に
お
い

て
引
き
続
き
「
遠
隔
授
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
育
効
果
の
観
点
か
ら
、
卒
研
指

導
・
ゼ
ミ
、
実
験
・
実
習
・
製
図
科
目
に
お

け
る
必
要
な
授
業
時
間
は
「
対
面
授
業
」
を

実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
「
遠
隔
授
業
」
の
一
層
の
充
実
や

教
育
効
果
を
は
か
る
た
め
、
下
記
の
通
り
対

応
を
い
た
し
ま
す
。 

◆ 

学
修
の
進
捗
に
応
じ
た
対
面
に
よ
る
補

習
を
実
施
し
ま
す
。 

◆ 

「
対
面
授
業
」
に
よ
り
近
づ
け
る
た
め
、

「
動
画
配
信
型
授
業
」「
ラ
イ
ブ
配
信
型

授
業
」
を
拡
充
し
ま
す
。 

◆ 

全
教
員
を
対
象
に
授
業
改
善
の
た
め
の

研
修
を
実
施
し
ま
す
。 

 

【
学
生
生
活
に
必
要
な
学
内
の
施
設
は
利

用
可
能
と
し
ま
す
】 

学
生
食
堂
（
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
、
み
の

り
寿
司
、
ア
ル
テ
リ
ー
ベ
）、
購
買
部
、
書

店
（
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
）、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
）

等
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
生
生
活
に
必
要
な 

施
設
は
ほ
ぼ
全
て
利
用
可
能
な
状
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
各
施
設
、
感
染
症
対
策
に
は

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
運
営
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
教
務
課
、
学
生
支
援
課
、
財
務
課
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
（
図

書
館
）
、
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
、
英
語
教
育

セ
ン
タ
ー
、
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
等
学
生
の

皆
様
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
部
署
で
は
、
窓
口

だ
け
で
な
く
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
質
問
・

相
談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
就
職

支
援
課
、
学
生
相
談
室
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
面
談
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
ご
不

安
・
ご
心
配
な
こ
と
や
ご
不
明
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

 

【
学
費
等
の
減
免
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
修
学

支
援
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
し
ま
す
】 

本
学
で
は
教
育
の
質
の
確
保
の
た
め
「
遠

隔
授
業
」
の
環
境
整
備
・
改
善
や
、
「
対
面

授
業
」
を
実
施
す
る
実
験
実
習
設
備
等
の
整

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
大
学
の
活
動
資
金

の
多
く
は
、
皆
様
か
ら
納
め
て
頂
い
て
い
る

学
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
授
業
や
授
業
外
教
育
に
必
要
な
環

境
整
備
等
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様

に
還
元
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

の
環
境
を
整
え
る
た
め
に
も
、
保
守
を
含
め

て
一
定
の
経
費
が
発
生
す
る
施
設
設
備
の 

維
持
や
管
理
に
も
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

全
学
生
の
皆
様
の
学
費
を
一
律
に
減
免
す
る

こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
引
き
続
き
秋
学
期
に
お
き
ま
し
て

も
、
修
学
支
援
体
制
の
よ
り
一
層
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 【
課
外
活
動
は
段
階
的
に
制
限
を
緩
和
し
ま

す
】 

 

課
外
活
動
に
つ
い
て
は
段
階
的
に
施
設

等
の
利
用
制
限
を
緩
和
し
て
い
き
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
応

じ
、
本
学
の
定
め
た
基
準
に
合
わ
せ
て
各
運

動
施
設
・
学
生
施
設
の
利
用
を
可
能
と
し
て

い
く
予
定
で
す
。
各
課
外
活
動
の
制
限
緩
和

時
期
等
に
つ
い
て
は
別
途
サ
ポ
ー
タ
ル
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

秋
学
期
の
授
業
実
施
方
法
や
施
設
利
用
状

況
等
に
つ
い
て
は
上
記
の
通
り
で
す
が
、
本

学
で
は
引
き
続
き
、
学
生
・
ご
家
族
の
皆
様

の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に
し
つ
つ
、
教
育

の
質
確
保
に
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
二
年
九
月
十
八
日 

※
大
学
Ｈ
Ｐ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
状
況
一
覧
」
か
ら
（
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に

も
リ
ン
ク
を
張
っ
て
お
り
ま
す
。） 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
・ 

感
染
を
広
げ
な
い
為
の
対
応
（
第
三
報
）
か
ら
抜
粋 

 
 

  

 

皆
様
の
参
考
に
な
る
か
と
思
い
、
大
学
Ｈ
Ｐ
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
状
況
一
覧
」
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
な
い
・
感
染
を
広
げ
な
い
為
の
対
応
（
第 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

三
報
）」（
令
和
二
年
九
月
九
日
）
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し

た
場
合
の
処
置
フ
ロ
ー
を
抜
粋 
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去
る
十
一
月
十
四
日
（
土
）
、
日
本
工
業

大
学
に
お
い
て
後
援
会
千
葉
県
支
部
主
催

の
「G

o
T

o
 

日
工
大 

fro
m

 

千
葉
」
と
銘
打

っ
て
学
園
内
の
見
学
及
び
大
学
職
員
に
よ

る
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
大
学
の
取
り
組

み
な
ど
の
説
明
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
保
護
者
の
大
学
に
対
す
る
不
安
を
少
し

で
も
解
消
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。 

実
際
に
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、 

「G
o
T

o
 

日
工
大 fro

m
 

千
葉
」
を
終
え
て 

副
支
部
長 

酒
井 

恵
司 

 

大
学
の
（
コ
ロ
ナ
対
策
を
含
め
た
）
状
況

を
目
で
見
て
、
職
員
の
生
の
声
を
聴
き
、
後

援
会
の
生
の
声
を
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と

が
一
番
の
近
道
と
考
え
て
企
画
し
ま
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
支
部
活
動
へ
の
ご

理
解
も
深
め
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま

す
し
、
ま
た
近
隣
に
住
む
日
工
大
生
の
保
護

者
同
士
の
交
流
も
今
回
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
し
た
が
、
実
現
で
き
ま
し
た
。 

会
は
、
高
橋
支
部
長
の
開
会
の
挨
拶
に
始

ま
り
林
総
務
部
長
挨
拶
、
大
学
職
員
と
支
部

役
員
紹
介
と
進
み
、
竹
内
学
生
支
援
部
長
に

よ
る
「
学
生
生
活
に
つ
い
て
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
大
学
の
取
り
組
み
や
現
状

等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
困
窮
す
る

学
生
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
（
工
友
会
の
特

別
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
支
給
）
に
よ
る
支

援
や
元
高
校
教
師
等
が
在
籍
す
る
学
修
支

援
セ
ン
タ
ー
利
用
に
つ
い
て
紹
介
な
ど
の

他
、
遠
隔
授
業
実
施
に
際
し
て
は
、
貸
し
出

し
用
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
準
備

に
始
ま
り
、
遠
隔
授
業
の
た
め
の
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
の
作
成
に
不
慣
れ
な
学
科
担
当
教

員
の
た
め
、
作
成
が
得
意
な
教
員
に
よ
る
チ

ー
ム
を
編
成
し
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る

と
と
も
に
学
生
に
対
し
て
今
後
の
遠
隔
授

業
に
活
か
す
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

遠
隔
授
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生
徒
の

理
解
度
の
確
認
が
難
し
い
反
面
、
生
徒
か
ら

は
、
反
復
し
て
確
認
で
き
る
と
の
高
評
価
を

得
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
授
業
の
特
性
に
応
じ
て
対
面
と
遠

隔
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
遠
隔
授
業
で
も

学
習
効
率
が
落
ち
て
い
な
い
こ
と
が
確
認

で
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

続
い
て
、
校
内
見
学
ツ
ア
ー
で
は
、
機
械

実
工
学
教
育
セ
ン
タ
ー
、
機
械
シ
ス
テ
ム
学

群
棟
の
研
究
室
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

応
用
化
学
棟
、
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
と
工
業
技
術

博
物
館
内
の
「
植
原
鉄
工
所
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

朝
ド
ラ
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
撮
影
に
使
わ

れ
た
。）、
多
目
的
講
義
棟
へ
と
移
動
し
、
最

後
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

普
段
、
な
か
な
か
見
学
で
き
な
い
研
究
室

で
は
、
授
業
を
二
組
に
日
時
を
分
け
て
実
施

す
る
な
ど
密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
授

業
を
行
っ
て
い
る
現
状
や
、
施
設
の
入
り
口

に
非
接
触
型
の
検
温
器
の
設
置
や
ダ
ニ
ン

グ
ホ
ー
ル
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
ア
ク
リ
ル
板

で
仕
切
る
な
ど
随
所
に
大
学
の
新
型
コ
ロ

ナ
へ
の
対
策
が
見
ら
れ
大
学
の
新
型
コ
ロ

ナ
に
対
す
る
取
り
組
み
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
見
学
で
し
た
。 

 
最
後
に
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
一
階
の
ア
ル
テ

リ
ー
ベ
で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
は
、
予
定
に

は
な
か
っ
た
大
学
の
職
員
の
方
も
参
加
い

た
だ
き
、
こ
こ
で
も
、
軽
食
を
つ
ま
み
な
が

ら
、
気
兼
ね
な
く
質
問
で
き
る
雰
囲
気
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
話
す
る
こ
と
が

 

 

出
来
ま
し
た
。 

最
後
に
、
大
学
側
か
ら
想
定
以
上
に
充
実

し
た
資
料
を
準
備
い
た
だ
き
、
ま
た
学
内 

も
通
常
は
見
せ
な
い
「
現
実
の
部
分
」
を
多

く
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

と
て
も
新
鮮
な
体
験
に
満
ち
た
一
日
に
な

り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
時

間
が
過
ぎ
て
も
退
室
す
る
こ
と
な
く
最
後

ま
で
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
も
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

竹内学生支援部長の研究室の見学 

非接触型の検
温器は、校内五
十か所に設置
されている。 

大学の正面玄関前で参加者との集合写真 


